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6世紀後半の西アジア
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ビザンツ帝国とササン朝の争い

(メ ソポタミア経由の交易路遮断)

アラビア半島経由の交易路の活性化

部族社会 (本目互扶助ユダヤ教
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570頃 ム八ンマド誕生(～ 632)

610 ムハンマド,神の啓示を受け預言者としての活動開始

622 ムハンマド,メ ッカからメディナに移る

「ヒジュラ(聖遷)」 (イスラム暦元年)教団国家の建設

630 ム八ンマド,メ ッカを奪回。アラビア半島を統一

632 ム八ンマド死 正統カリフ時代の開始(～61)

初代カリフ,アブー =バクル 都 メディナ

○イラク シリア エジフト征服

642 二八―ヴァンドの戦い

651 ササン朝ベルシア滅亡。|コーラン1編集(650頃 )

661 第4代カリフのアリーと戦いカリフを宣言

アリーの死後ウマイヤ朝創設(～750)者:ダマスクス

スンナ派とシーア派の分裂

711 イベリア半島の征服。西ゴート王国滅亡

732 トゥール・ポワティエ間の戦い

(フランク王国のカールニマルテルに敗れる)

750 ウマイヤ朝打倒。アッパース朝創設(～ 1258)

751 タラス河畔の戦い(高仙芝が率いる唐軍を破る)

(製紙法の西伝)t oP56口 )

756 イベリア半島に後ウマイヤ朝建国(～ 1031)者 5コルドバ

762 アッパース朝,新部バグダード建設

八―ルーン =ア ッラシー ド (位 786～809)全盛期

821 東部イランにターヒル朝建国(～ 873)

867 イランにサッフアール朝建国(～ 903)

868 エジフトにトゥールーン朝建国(～ 905)

874 東部イランにサーマーン朝独立(～999)都 フllラ

909 チュニジアにフアーティマ朝建国(シーア派),カ リフ

を称す(中 カリフ国～1171)

929 後ウマイヤ朝のアブド=ア ッラフマーン3世,カ リ

フを称す(西カリフ国)

ブワイフ朝(イ ラン系 シーア派)建国(～ 1055)

中央アジアにカラ=ハ ン朝(ト ルコ系)建 国(～ 1132)

ブワイフ朝,バグダード入城

アフガニスタンにガズナ朝(トルコ系)建国(～ 1186)

フアーティマ朝,カイロを建設し都とする

セルジューク朝(セルジューク=トルコ)建国(～1157)

セルジューク朝のトゥグリルニベク,バグダード入城

(ブワイフ朝滅亡)。 スルタンの称号を得る(1058)

モロッコにムラービト朝(ベルベル人)おこる(～ 1147)

第1回十字軍(～ 1099)

イェルサレム王国を建設(～ 1291)

ムワッヒド朝(ベルベル人)建国(～ 1269)

アフガニスタンにゴール朝(トルコ系)建国(～ 1215)

サラディン,エジフトにアイユーブ朝建国(～ 1250)

グラナダにナスル朝建国(～ 1492)

エジプトに,マムルーク朝(トルコ系)建国(～ 1517)

モンゴルのフラグ,バグダード占領(ア ッパース朝滅亡)
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ロイスラム帝回の発展傷:召指J
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アラブ軍が強い理由
①移動にラクダ,戦闘に馬と使い分け,機動力を発揮した。

②聖戦(異教徒に対する戦い)殉教の信念があり,士気が高かつた。

①砂漠を利用した。(ラ クダによる食糧補給 不利な戦況から避難)

①貢納すれば強制的な改宗を行わず,生命・財産を保証した。

⑤解放者として受け入れられた。

ロウマイヤ朝とアッパース朝の続治体制
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イスラム帝国以外の国境は800年頃のもの

イ ヤ 朝 (661～ 750) 中 ア ス 朝 (750～ 1258)ツマウ

アラフ
.帝

国(ア ラブ人第一主義による被征服民族の差別) 性格 イスラム帝国(全てのムスリムの平等)

アラブ人 =ザカート(救貧税)のみ負担。ジズヤ 八ラージュ免除

異民族改宗者(マ ワーリー)=ジズヤ(人頭税)・ 八ラージュ(地租)を納入

非イスラム教徒(ジンミー)=ジズヤ 八ラージュを納入

税制 量曇穫全戴サ5[:2「 [||:三J][″唇濡て]J全る単曇9聖磐|
非イスラム教徒(ジンミー)=ジズヤ 八ラージュを納入

●カリフの世襲化(正統カリフ時代の選挙制を改める)

●アラビア語の公用語化  ●貨幣の統制

中

央
集

権

●カリフの神格化(「神の代理者」として専制的に君臨)

●官僚制の整備(カ リフ ー 団 ― 申 ,イ ラン人の登用)
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6イスラム諸王朝の変遷ほ副器年)

アラブ系
イラン系

トルコ系
モン」lレ系

ベルNレ人
青字 シーア派

①コルド′ヾ 後ウマイヤ朝の首都で学芸の中心。10世紀には人口50万

(当時の「西欧」最大),711の 図書館があり,イ ブン=ルシュドらの学者を輩出。

「
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●スンナ派とシーア派

(ス ンナ派 )

預言者ムハンマ

ドの言行(ス ン

ナ)に従う人々。

ムスリム(イ ス

ラム教徒)の 9割を占める。

(シーア派)「シーア=ア リー(ア

リーの党派)」の略。アリーとその

子孫のみイマーム(指導者)と認め

る。ムスリムの1割。イラン国教。
…………………………………」

「

~~~~~~~~~― ―――¬

0イクタ…制

ブワイフ朝はトルコ軍人に俸給

(ア ター)の代わりに土地の徴税権

Lこ型 L聖在狸 聾蟄υご」

Oバグダー ド アッバース朝第2代

カリフのマンスールが建設した円形都

市。「平安の都」が正式名称。円城内部

に宮殿や諸官庁が置かれ,「知恵の館」

ではギリシア語文献が翻訳された。

バグダードは肥沃な農耕地帯の中央

に位置し,東西を結ぶ隊商ルートと,バ

スラ経由の海洋ルートとの交差点でも

ある。八―ルーン=ア ッラシード時代

には人口150万 人を超え,唐の長安をし

のぐ世界一の都市であつた。10P105]〕

イロ フアーテイマ朝以後,エジプトの首都。14世紀

人口10万人を超え,アジアとの香辛料貿易で栄えた。


